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Dynamics of Morphogenetic Collective Systems

本講演では，不均質な構成要素から成る群集が自己
組織化により示す様々な時空間的パターンについて
概観する．我々の提案する人工生命モデル「群れ化
学」（Swarm Chemistry）は，高度な知覚・計算・通
信の能力を持たず単純なルールに従って機械的に相
互作用する複数種の個体（粒子）で構成される．始
めに，構成要素が持ちうる(1)不均質性，(2)分化／
再分化能，および(3)局所的情報共有，という３つの性質が群集の自己
組織化に及ぼす効果を，数値実験により検証する．次に，対話的進化
計算ないし自発進化系の手法を用いて，新規で非自明な自己組織化パ
ターンを発見的に設計・獲得する方法論を紹介する．さらに時間が許
せば，これらの群集の自己組織化と進化が，空間次元の変更に対して
そのような影響を受けるかについても議論する．

http://bingweb.binghamton.edu/~sayama/NSF-RI-MCS/
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